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Sufficient PpIX production for PDT even with short contact time of 
topically applied 5-ALA in rabbit tongues 
(ウサギ舌における局所塗布 5-ALA の短時間接触による PDT に十分






































































1 . 組織検体のPpⅨ量測定: ALA軟膏を一定時間接触させ（接触時間: 5, 10, 30, 240分）、ALA軟膏接触開始
から240分後に組織を摘出して、組織内のPpⅨを測定した。630 nm近傍のピーク値をPpⅨの蛍光強度と
した。
2 . 舌表面のPpⅨ量測定: 上述とは別の実験動物に対して、ALA軟膏を一定時間接触させ（接触時間: 1, 5,
10, 30, 240分）、ALA軟膏接触開始から240分後に舌表面のPpⅨ量を測定した。630 nm近傍のピーク値
をPpⅨの蛍光強度とした。


















































1 . 組織検体のPpⅨ量測定: 接触時間が5分という短時間でも、PpⅨが産生されていることが分かった。接
触時間240分におけるPpⅨ量を100%とすると、接触時間10分ですでに73 %に達していた。
2 . 舌表面のPpⅨ量測定: ALA接触時間10分で最大値を呈した。
3 . PpⅨの組織局在の評価: 基底層から浅層にかけて、特に基底層でPpⅨ由来の蛍光を認めた。それより
深部の組織では蛍光がほとんど見られなかった。
















































































2 . 舌表面のPpⅨ量測定：ALA軟膏を一定時間接触させ（接触時間：1, 5, 10, 30, 240分）、ALA軟膏接触開
始から240分後に舌表面のPpⅨ量を測定した。630 nm近傍のピーク値をPpⅨの蛍光強度とした。ALA接
触時間10分で最大値を呈した。






























































3）mild dysplasia、moderately dysplasia、severe dysplasiaの病理学的所見の差について
4）舌表面の場所による角化層の差とALAの吸収の差について
5）PpⅨの舌表面濃度が240分で低下する理由について
6）レーザー照射3日後に組織を切除した根拠について
7）PDT後に組織に浸潤する炎症細胞の種類について
8）全身麻酔の時間を統一しなかった理由について
9）コントロールの家兎の条件について
10）レーザー照射の回数について
11）白板症モデル動物で行ったか
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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